









日本人の海外集団移住は 1868 年ハワイへ 153 名が渡ったのが始ま
りである。それから 30 年以上後の 1899 年、ペルーへの 790 名の渡航
を最初に南米への本格的な集団移住ははじまる。ブラジルへの集団移
住は 1908 年、791 名（契約移民 781 名、自由渡航者 10 名）（註 1）が乗
船した笠戸丸がサントス港へ入港したのが最初であった。笠戸丸がサ
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